
んだ和歌を朗詠し、小町堂に奉納

する。

　ミスあきたこまちの活動期間は９月

から１年間。全国各地へ出かけて行

くから、一人ではどうしても負担増に

なってしまう。活動は一人ひとりが単

独で行うことが多く、東京在住者の

鈴木さんには出演依頼が重なる。

　東京・千駄ヶ谷の明治公園で行

われたビッグイベント、『農林水産祭

実りのフェスティバル』（昨年11月８

～９日）にも参加した。新米が出る10

▽ミス○○○、キャンペーンガール、イ

ベントコンパニオン等の任期が重複

する方は応募できません―とある。

　秋田の若い女性にとって憧れの

存在だ。応募者多数の中から25人

に絞られ、最終７人が決まった。ミス

あきたこまちは７人で構成する。

　７人には意味があって、県内湯

沢市の祭り「小町まつり」を起源と

する。古来より選び抜かれた地元

出身７人の小町娘が、絶世の美女

として知られる歌人・小野小町が詠

て、郷土・秋田をもっとPRしてやろう

と立ち上がった。

小野小町

　１次審査の書類選考を通り、最終

審査の面接は秋田市内で行われ

た。早朝に家を出たためか選考後は

自宅でこっくりこっくり…。夕刻、電話

が鳴って「合格」が告げられた。

　待っていた知らせなのに、反応が

鈍かったようで、家族に伝えても「本

当なの？」と怪訝な顔をされたという。

後日文書で合格通知が届き、周囲を

大いに喜ばせた。

　応募資格は▽満18歳以上の未

婚の女性（高校生を除く）▽秋田県

出身者で県内在住者か東京近郊

在住者▽県内外でのキャンペーン、

イベントに1年間参加・協力できる方

格の一つに東京近郊在住者って書

いてあるよ」。祖母は熱心だった。

　このときは気乗りがしなかった。し

かし中大理工学部から中大大学院

修士課程へ進み、学生生活があと2

年となって、気持ちが変わった。

　「最後の学生生活を大事にしよ

う。そうだ、あきたこまちがあった」

　応募締め切りの１週間前に慌た

だしく写真を用意するなど準備を始

めた。

　内心では迷っていた。前へ進む気

持ちになれないでいた。「やめたほう

がいいよ」と言ってほしくて、友人に

応募することを打ち明けた。ところ

が、返ってきた答えは「あきたこまち、

おいしいよね。やってみたら」と逆に

応援されてしまった。

　周囲には、秋田といえばコメと「な

まはげ」しか知らないという友人もい

　沖縄、大阪、名古屋、首都圏など

の有名百貨店、大型スーパーの特

設会場で、鈴木さんは市女笠（いち

めがさ）をかぶり、ベールを思わせる

衣装をまとう。

　あでやかな着物姿で消費者に

「秋田県産あきたこまちのご紹介で

す」と語りかける。傍らでは、ラップで

包んだ一口サイズの試食用おにぎり

が差し出されていく。ミスあきたこまち

が「どうぞ、お召し上がりください」と

声をそろえた。

　秋田市出身で子供のころから食

べているコメでも、販売促進の最前

線に立つときは事前に口にする。お

いしさを再認識し、自信を持ってPR

する。

　２年前、祖母がミスあきたこまちの

応募要項を持ってきた。「やってみた

ら」「東京にいるからダメよ」「応募資

花の色は　うつりにけりな　いたづらに
わが身よにふる　ながめせしまに

（小野小町　小倉百人一首）

デンパちゃん
　

　ブランド総合研究所によると、あき

たこまち（秋田）は松阪牛（三重）な

どとともに日本を代表する、おいしい

食べ物の一つ。秋田県出身者が、お

国自慢のコメの販売促進を担うのは

誇らしげなことだろう。

　子供のころから、鈴木さんの朝食

はきまって白米だった。

　「がっこ（漬け物）、ぼだっこ（塩

鮭）、山菜、納豆汁とおかずもおいし

いので」

　ご飯がすすむ。自慢のブランド米あ

きたこまちは、今年デビュー30周年を

迎えた。ミスあきたこまちは、鈴木さん

らの代で28代。その存在はすっかり

定着した。

　ミスあきたこまちには、副賞としてあ

きたこまち20㎏、ハワイ旅行往復相当

の旅行券１人分がプレゼントされる。

　大学院の研究室で自慢のコメを

食べてもらった。「おいしい、これを食

べたら、他のおコメは食べられない」

と友人らは笑顔、その笑顔をみる鈴

木さんの笑顔も輝いていた。

　中大大学院理工学研究科電気

電子情報通信工学専攻修士では

「電磁波の研究」をしている。

　「就職活動では私を覚えてもらえ

るように“デンパちゃん”と言っていま

した」とほほ笑む。

　「元々テレビが大好きで小学生の

頃はモー娘。をよく見ていました。高２

のときでした。心待ちにしていた衛星

放送の番組が映らなくなってしまい

困りました。他の家電は正常に動い

ているのに、テレビだけが、なぜ不具

合なのか。番組を楽しみにしていた

のに…」

　調べると、雨天時には電波障害が

起こりやすいことが分かった。この経

験時には電波が減衰状態にあった

という。

　「電波にとても興味を持ちまして」

　当初志望の数学教師から方針変

更。現在は対象物に電波を当てる

と、どう変化するかを可視化している。

　このほど念願が叶って、マスコミ業

界に内々定した。技術職として働く。

夢は、テレビの前でじだんだを踏んだ

実体験を全国の子供たちにさせない

こと、きれいで鮮明な画面を恒常的

にお茶の間へ届けたい。夢を叶える

ため技術力向上に努める。活力源は

もちろん、あきたこまちである。

秋田県産米「あきたこまち」のPR役を務

める『ミスあきたこまち』の７人に、中央

大学大学院理工学研究科の鈴木裕美

（ひろみ）さん（23）が選ばれた。１年間の

契約が終わる８月末を前にこれまでの活動内容などを聞いた。

「ミスあきたこまち」
秋田出身
自慢のコメＰＲ

「ミスあきたこまち」秋田出身  自慢のコメＰＲ  中大大学院理工学研究科  鈴木 裕美さん

笑顔であきたこまちをPR

～12月は忙しい。

　「ありがたいことに、みなさん、あき

たこまちをよくご存じで、販促では大

勢の方が集まってくださいます」

　「祖母と電話でよく『どこに行って

きた？』とか活動の話をします。楽しそ

うに聞いてくれて、県内での活動を

心待ちにしているみたいです」

　応募を勧めてくれた祖母。孫の活

躍ぶりをそっと見守る。ミスあきたこま

ちは「祖母が私の一番のファンなん

です」と笑った。

中大大学院理工学研究科

鈴木 裕美さん

表紙の人
Hiromi
Suzuki

■あきたこまち
東北で最初の「コシヒカリ」系統の食味を持つ良質・良味米
品種で、早生種ゆえに秋が早い秋田でも十分な登熟が可
能となり、安定した収量が期待できる。炊飯米は透明感、光
沢、香りともに優秀で、粘り強く、弾力性に富んでいる。
（JA全農あきたHPから抜粋、以下同じ）
■食味ランキング最上位、特Ａランクの常連組
あきたこまちは、日本穀物検定認定の食味ランキングで最
高品質を示す特Ａランクに幾度となく選定されている。平成
17年度にはエントリーした全国134産地品種のうち、特Ａ
選定品はあきたこまちを含む17種。ほかには魚沼産コシヒ
カリ、佐渡産コシヒカリなどが特Ａ組に入った。　

■父は奥羽292号、母はコシヒカリ
あきたこまちは、おいしいコメの代名詞であるコシヒカリと病
気と寒さに強い奥羽292号を交配した品種。昭和51年に
開発が始まり、同59年に秋田県奨励品種に採用されると
同時に、あきたこまちの名称でデビューした。
■小野小町
絶世の美人といわれる平安前期の女流歌人で、全国に
数々の伝説を残す。秋田県湯沢市雄勝小野の生誕伝説も
その一つ。15歳のころ歌才をうたわれ、仁明天王近くに更
衣として仕えた。「あきたこまち」のネーミングは色白の秋田
美人に小町を重ねている。

りたいもっと知
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た。早朝に家を出たためか選考後は

自宅でこっくりこっくり…。夕刻、電話

が鳴って「合格」が告げられた。

　待っていた知らせなのに、反応が

鈍かったようで、家族に伝えても「本

当なの？」と怪訝な顔をされたという。

後日文書で合格通知が届き、周囲を

大いに喜ばせた。

　応募資格は▽満18歳以上の未

婚の女性（高校生を除く）▽秋田県

出身者で県内在住者か東京近郊

在住者▽県内外でのキャンペーン、

イベントに1年間参加・協力できる方

格の一つに東京近郊在住者って書

いてあるよ」。祖母は熱心だった。

　このときは気乗りがしなかった。し

かし中大理工学部から中大大学院

修士課程へ進み、学生生活があと2

年となって、気持ちが変わった。

　「最後の学生生活を大事にしよ

う。そうだ、あきたこまちがあった」

　応募締め切りの１週間前に慌た

だしく写真を用意するなど準備を始

めた。

　内心では迷っていた。前へ進む気

持ちになれないでいた。「やめたほう

がいいよ」と言ってほしくて、友人に

応募することを打ち明けた。ところ

が、返ってきた答えは「あきたこまち、

おいしいよね。やってみたら」と逆に

応援されてしまった。

　周囲には、秋田といえばコメと「な

まはげ」しか知らないという友人もい

　沖縄、大阪、名古屋、首都圏など

の有名百貨店、大型スーパーの特

設会場で、鈴木さんは市女笠（いち

めがさ）をかぶり、ベールを思わせる

衣装をまとう。

　あでやかな着物姿で消費者に

「秋田県産あきたこまちのご紹介で

す」と語りかける。傍らでは、ラップで

包んだ一口サイズの試食用おにぎり

が差し出されていく。ミスあきたこまち

が「どうぞ、お召し上がりください」と

声をそろえた。

　秋田市出身で子供のころから食

べているコメでも、販売促進の最前

線に立つときは事前に口にする。お

いしさを再認識し、自信を持ってPR

する。

　２年前、祖母がミスあきたこまちの

応募要項を持ってきた。「やってみた

ら」「東京にいるからダメよ」「応募資

花の色は　うつりにけりな　いたづらに
わが身よにふる　ながめせしまに

（小野小町　小倉百人一首）

デンパちゃん
　

　ブランド総合研究所によると、あき

たこまち（秋田）は松阪牛（三重）な

どとともに日本を代表する、おいしい

食べ物の一つ。秋田県出身者が、お

国自慢のコメの販売促進を担うのは

誇らしげなことだろう。

　子供のころから、鈴木さんの朝食

はきまって白米だった。

　「がっこ（漬け物）、ぼだっこ（塩

鮭）、山菜、納豆汁とおかずもおいし

いので」

　ご飯がすすむ。自慢のブランド米あ

きたこまちは、今年デビュー30周年を

迎えた。ミスあきたこまちは、鈴木さん

らの代で28代。その存在はすっかり

定着した。

　ミスあきたこまちには、副賞としてあ

きたこまち20㎏、ハワイ旅行往復相当

の旅行券１人分がプレゼントされる。

　大学院の研究室で自慢のコメを

食べてもらった。「おいしい、これを食

べたら、他のおコメは食べられない」

と友人らは笑顔、その笑顔をみる鈴

木さんの笑顔も輝いていた。

　中大大学院理工学研究科電気

電子情報通信工学専攻修士では

「電磁波の研究」をしている。

　「就職活動では私を覚えてもらえ

るように“デンパちゃん”と言っていま

した」とほほ笑む。

　「元々テレビが大好きで小学生の

頃はモー娘。をよく見ていました。高２

のときでした。心待ちにしていた衛星

放送の番組が映らなくなってしまい

困りました。他の家電は正常に動い

ているのに、テレビだけが、なぜ不具

合なのか。番組を楽しみにしていた

のに…」

　調べると、雨天時には電波障害が

起こりやすいことが分かった。この経

験時には電波が減衰状態にあった

という。

　「電波にとても興味を持ちまして」

　当初志望の数学教師から方針変

更。現在は対象物に電波を当てる

と、どう変化するかを可視化している。

　このほど念願が叶って、マスコミ業

界に内々定した。技術職として働く。

夢は、テレビの前でじだんだを踏んだ

実体験を全国の子供たちにさせない

こと、きれいで鮮明な画面を恒常的

にお茶の間へ届けたい。夢を叶える

ため技術力向上に努める。活力源は

もちろん、あきたこまちである。

秋田県産米「あきたこまち」のPR役を務

める『ミスあきたこまち』の７人に、中央

大学大学院理工学研究科の鈴木裕美

（ひろみ）さん（23）が選ばれた。１年間の

契約が終わる８月末を前にこれまでの活動内容などを聞いた。

「ミスあきたこまち」
秋田出身
自慢のコメＰＲ

「ミスあきたこまち」秋田出身  自慢のコメＰＲ  中大大学院理工学研究科  鈴木 裕美さん

笑顔であきたこまちをPR

～12月は忙しい。

　「ありがたいことに、みなさん、あき

たこまちをよくご存じで、販促では大

勢の方が集まってくださいます」

　「祖母と電話でよく『どこに行って

きた？』とか活動の話をします。楽しそ

うに聞いてくれて、県内での活動を

心待ちにしているみたいです」

　応募を勧めてくれた祖母。孫の活

躍ぶりをそっと見守る。ミスあきたこま

ちは「祖母が私の一番のファンなん

です」と笑った。

中大大学院理工学研究科

鈴木 裕美さん

表紙の人
Hiromi
Suzuki

■あきたこまち
東北で最初の「コシヒカリ」系統の食味を持つ良質・良味米
品種で、早生種ゆえに秋が早い秋田でも十分な登熟が可
能となり、安定した収量が期待できる。炊飯米は透明感、光
沢、香りともに優秀で、粘り強く、弾力性に富んでいる。
（JA全農あきたHPから抜粋、以下同じ）
■食味ランキング最上位、特Ａランクの常連組
あきたこまちは、日本穀物検定認定の食味ランキングで最
高品質を示す特Ａランクに幾度となく選定されている。平成
17年度にはエントリーした全国134産地品種のうち、特Ａ
選定品はあきたこまちを含む17種。ほかには魚沼産コシヒ
カリ、佐渡産コシヒカリなどが特Ａ組に入った。　

■父は奥羽292号、母はコシヒカリ
あきたこまちは、おいしいコメの代名詞であるコシヒカリと病
気と寒さに強い奥羽292号を交配した品種。昭和51年に
開発が始まり、同59年に秋田県奨励品種に採用されると
同時に、あきたこまちの名称でデビューした。
■小野小町
絶世の美人といわれる平安前期の女流歌人で、全国に
数々の伝説を残す。秋田県湯沢市雄勝小野の生誕伝説も
その一つ。15歳のころ歌才をうたわれ、仁明天王近くに更
衣として仕えた。「あきたこまち」のネーミングは色白の秋田
美人に小町を重ねている。

りたいもっと知
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